








































































































































































実験群A 最大 最小 平均
自由 35 27 31B±34
欠損側 46 32 393±59
























対照群 最大 最少 平均
自由 42 22 33±72
右側 46 22 36±8．6










































実験群A 最大 最小 平均
自　由 634 5α7 5＆4±70
欠損側 699 4＆0 590±115
非欠損側 634 492 564±58
n＝6
対照群 最大 最少 平均
自　由 677 558 ・625±54
右　側 691 558 627±58
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図12－2：対照群の唾液分泌量と粗粒子残留率
50 明倫紀要14（1）
3．咀幡回数について
　粗粒子残留率では，自由咀噌と欠損側咀噌との間
に明らかな差は見られなかったが，咀噌回数につい
て注目すれば，実験群Aでは自由咀噌と比較して欠
損側咀瞬時の回数が250％増加し，非欠損側咀噌時
が11潟％増加した．つまり，被験者が4名と少数に
もかかわらず，非欠損側咀噌より欠損側咀噌の回数
が132％増加することが明らかになった．このこと
から，左右両側に乗り換えながら咀噌する自由咀噌
時には，欠損がない噛みやすい側で噛んでいると考
えられる．しかし，今回のように片側のみでの咀噌
を指定すると，欠損があるため，嚥下しやすい性状
にするまでに咀噌回数が増えたと考えられる．つま
り，歯の欠損をそのままにしておくと，本来自然に
お法なっているはずの自由咀噌がきちんとできなく
なると言える．この状態を長く続けると，片側だけ
に負担がかかり，顎関節や顔貌にも影響がでてくる
ことにつながる4）．
　よく噛むことは，楽しくおいしく食事をするため
の基本である．歯の欠損が1本でもあると咀噌回数
が増えるということが今回の実験から明らかになっ
た．要介護者においては，口腔前庭に食物残渣を停
滞させることから，誤嚥性肺炎にもつながりかねな
い．また，補綴治療の面から考えても，最後臼歯が
欠損した場合義歯やブリッジなどの補綴物を作製す
ることが困難になる．以上のことから，今後，我々
が歯科保健指導を行う際には，歯面清掃だけに注目
するのではなく，歯の皿要性についても十分説明し，
う蝕や歯周病などによる歯の欠損を招かないための歯
科予防処置を継続することが必要であると考える．
論
　ピーナッツの咀噌回数，粗粒子残留量，唾液分泌
量，咬合力の実験を行った結果，以下のことが明ら
かとなった．
1．自由咀噌と比較して，非欠損側咀曜よりも欠損
　側咀噌のほうが咀噌回数は増加した．
2．自由咀噌と欠損側咀噌の粗粒子残留率に明らか
　な差は見られなかった．　　　　　　　　　・
3．咬合力と咀噌回数唾液分泌量と咀噌回数およ
　び唾液分泌量と粗粒子残留率の間に差は見られな
　かった．
　本研究では，初回嚥下までの咀噌回数および粗粒
子残留率を測定したが，今後，被験者数を増やし，
咀ロ爵回数を限定した上で検討を重ねたい．
　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　ε　本研究を遂行するにあたり，ご協力いただいた被
験者の皆様ならびに模型採取にご協力いただきまし
た嶋田歯科医院院長に感謝申し上げます．
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